
いざ災害！そのとき・・・

「災害救援ボランティア支援センター」とは、
「ボランティアの力を借りたい」と希望する被災者と
「被災者の力になりたい」と思うボランティアを
つなぐところです。

　地震や風水害など、災害はいつどこで起きるかわかりません。
大災害が起こったときには、行政による災害対応が行われるのと
同時に、多数のボランティアによる被災者支援活動が行われます。

災害に備えて

災害救援ボランティア支援センター
運営スタッフ求

ム

　本会は、災害時に厚木市と協働で「災害救援ボランティア支援
センター」の設置・運営を行います。

　災害発生時、「災害救援ボランティア支援センター」をスムーズ
に立ち上げ、運営していけるよう、災害時でも「運営スタッフ」
として活動できる方を事前に登録するものです。
　右の図、「受付」「説明」「マッチング」「送り出し」「資材渡し」
などを担当していただくことになります。
　今年４月から本会で登録受付をしています。

　９月２日（日）、厚木市保健福祉センター内で「災害救援ボランティ
ア支援センター」設置・運営訓練を行いました。
当日は、本会職員と厚木青年会議所、あつぎ災害ボランティア

ネットワーク、災害救援ボランティア支援センター運営スタッフの
皆さんが、ともに地震災害を想定した訓練を行い、運営の手順な
どを確認しました。
　万が一の際の訓練・備えは、実際に災害が起きた時に大変重要
で、準備していなかった場合と大きな差になって現れます。
　本会は、この訓練の結果をもとに、次回につなげ、今後も災害
に備えるための取組を行っていきます。

Ｐoint

登録を希望される方は、
お気軽にお問い合わせください。
　　地域福祉係
☎ ２２５－２９４９

ボランティアに
来てほしい

お手伝いできます

被災者 ボランティア活動希望者

ニーズ把握
電話や来所・訪問で被災者から

困り事を聞き取ります

受付
活動を希望される人の受付を行います

説明
活動に際しての注意などを説明します

マッチング
支援してもらいたい内容と活動できる人を調整・組み合わせます

送り出し・資材渡し
道順の確認、資材の貸出をします

帰着報告・資材返却
活動内容と全員の無事を報告、

資材を返却します

活動

登録できる方は、
市内在住、在勤、在学で、
１８歳以上７０歳未満の方

第152号

抜き取ってお読みください

社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、市民の皆さまの参加と協力によって地域福祉の推進を図ることを目的とする、民間の福祉団体です。 

ひとりひとりが主役 ！ みんなでつくろう、 地域の ふ（ふだんの）く（くらしの）し（しあわせ）

 発 行             社会福祉法人
厚木市社会福祉協議会

〒243-0018 厚木市中町1-4-1
保健福祉センター内

電話　046-225-2947（代表）
FAX　046-225-3036
soumu@shakyo-atsugi-kanagawa.jp
http://www.shakyo-atsugi-kanagawa.jp

社協あつぎ
平成30（2018）年12月15日：

「災害救援ボランティア支援センター」を知っていますか？



　厚木市社会福祉大会が11月23日（金・祝）に厚木市保健福祉センター
で開催されました。
　この大会は、多年にわたり社会福祉の向上に貢献された方々を表彰す
るとともに、多額の寄附をされた方々に感謝の意を表するものです。
　また、神奈川県福祉作文コンクールに向けて厚木市の代表に選ばれた
3人から作文発表が行われました。
　表彰及び感謝状を受けられた方々は次のとおりです。（敬称略・順不同）

　第67回神奈川県社会福祉大会が10月19日（金）に神奈川県青少年セ
ンターで開催されました。
　厚木市からは71人の方々が受賞されましたので、ご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

◇地区地域福祉推進委員会役員
　　武田信幸
◇自治会長
　　若松忠春、陣内忠彦、頼住博司
◇保護司
　　渡辺貞雄、柏木孝之、伏見清
◇更生保護女性会役員
　　萩原トミエ
◇老人クラブ連合会地区役員
　　川崎昭男
◇当事者団体等役員
　　牧田正子、他１名
◇ボランティア
　　伊藤千鶴、大塚照子、山本泰子、竹内照子、池田直子、伊藤美智子、
　　菅原富美子、成海伸世、石田邦子、清田美輪子、沢田和雄、他７名
◇福祉施設施設長
　　島津容子、山口巖雄、綱嶋広美
◇老人クラブ
　　小野しあわせクラブ、根岸シルバークラブ、ゆめクラブ妻田東、
　　木売場かがやきクラブ、相生老友会

厚木愛甲地区更生保護女性会、厚木幼稚園、夕なぎ会、（株）ホンダカー
ズ厚木、（株）苅辺商店、三菱ふそう労働組合本社支部、厚木市歌謡演歌
協会、吹雪とも子、市民ふれあいマーケット実行委員会、厚木市農業ま
つり実行委員会、（一社）生命保険協会神奈川県協会、常盤産業（株）、
神奈川県トラック協議会・厚木、厚木市全国県人会連合会、厚木市建設
業二世会・（一社）厚木市建設業協会・厚木管友会・（一社）神奈川県建
設業協会県央支部

　◇社会福祉施設等役員・従事者
　　　吉田孝枝、八代貴代美、宗像結花子、高橋康仁、竹川百恵、
　　　隈元亜希、横本俊輔、水野暁子、溝呂木清、手塚裕美、福田麻紀子、
　　　吉岡達志、清田恵次、渡邉愛、玉置博子、齋藤麻美絵、段木みずき
　◇保護司　
　　　依田好司

　全国社会福祉大会が11月22日（木）に東京都のメルパルクホールで
開催されました。
　厚木市からは1人１団体が受賞されましたので、ご紹介します。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

◇ボランティア（団体）
　あつぎ筆記通訳「道」

◇ボランティア（個人）
　　久保田 陽子

功労者を表彰　多額寄附者に感謝状 =第４９回厚木市社会福祉大会を開催＝

神奈川県社会福祉大会で表彰

■厚木市社会福祉協議会会長感謝状

■福祉作文発表

厚生労働大臣表彰を受賞

■厚木市社会福祉協議会会長表彰

【社会福祉関係】
　◇社会福祉施設等職員
　　　渡澤倫子、菊地華子
　◇ボランティア　
　　　清水かつ子、磯田惠美
【共同募金運動関係】
　◇自治会長　
　　　深井毅

■神奈川県知事表彰

　◇自治会長　
　　　宮正夫、陣内忠彦、頼住博司、
　　　山口泉、髙橋正一

■神奈川県共同募金会会長感謝

◇社会福祉施設等役員・従事者
　　大野勇二、富田節子、小松伸、松延大、盛一吉生、川原由美、
　　篠塚謙司、五十嵐信一、三竹洋一、盛一真理子、三橋実、小野修、
　　大野幾子、長島里香、川合明子、審良直美、喜多井省次、北村大輔、
　　矢野季弘、和田勉、高橋智子、髙島浩介、他１名
◇ボランティア　
　　落合良子

■神奈川県社会福祉協議会会長感謝

◇民生委員・児童委員
　　大沢みき、佐藤由利子、重田春美、大塚清子、丸山文雄、島村まさこ、
　　曾根茂、大塚裕美、坂内勝男、小本寛司、齊藤正昭、山田芳一、
　　佐藤良市、縄幸枝、吉澤鏡子、山本淳一、小塩頼良、栁下浩幸、
　　行本住枝

■神奈川県社会福祉協議会会長表彰

「福祉のためにできること」
相川小学校6年　國分咲太さん

「僕が今出来ること」
南毛利中学校1年　飯田慶生さん

「思いやりの心」
玉川中学校1年　加藤美紗希さん

こくぶん

か と う

い い だ け 　い

み さ き

さ く た

（２） 社 協 あ つ ぎ平成30年12月15日

「手を合わせ　心あわせて　しあわせに」
共にあること　共にくらすこと　共によろこぶこと

社会福祉法人　厚木慈光会
ムツアイホーム やすらぎ（特養・短期・通所・居宅）
　　　
ムツアイホーム すこやか（ユニット型特養・短期）
　　　
ムツアイホーム うるわし（短期）
　　　

社会福祉法人 清琉会

サービス付き高齢者向け住宅（特定施設指定あり）

玉 川 グ リ ー ン ホ ー ム
厚木市玉川・森の里地域包括支援センター
高松山グリーンホーム（厚木市愛名）
愛甲グリーンホーム（厚木市愛甲）

小町山グリーンホーム 入居者募集中！

代表



手書き要約筆記講習会

募集とお知らせ

■虐待通報受付

　聴こえにくい方へのコミュニケーション支援の
一つとして、その場の音声情報を文字にして伝え
る「要約筆記」があります。
　今回は手書きによる要約筆記の基礎を学びます。
対　象

日　時

場　所

参加費
申込方法

申込先 及び 問合先

市内在住･在勤･在学の方 15人
（応募多数の場合は抽選）
１月 21日～３月 18日の毎週月曜日 
全８回　13時 30分～ 15時 30分
厚木市保健福祉センター ４階
ボランティア研修室
無料
12月 28 日（金・必着）までに次のどちら
かの方法でお申込みください。
①マイタウンクラブからウェブ申込
　（講座番号 162500）
②ハガキに講座名、〒住所、氏名（ふりがな）、
　年齢、電話・FAX、応募動機、市外の方
　は勤務先または学校名を書き、郵送

〒243-8511 厚木市障がい福祉課
（郵便番号だけで届きます）
☎ 225-2221

パソコンサポートボランティア研修会

　視覚障がい者がパソコンを使用する場合、画面
を読み上げる音声化ソフトによって操作しますが、
慣れるまではサポートが必要です。基本操作を学
び、視覚障がい者の目となってお手伝いしてくだ
さる方を募集します。
対　象

日　時

場　所

参加費
申込方法

申込先

主　催

ワード・エクセル・インターネットのい
ずれかの初歩的操作が可能な方 ５人
（先着順）
2月 19日～３月５日の毎週火曜日
全 3回　10時～正午　
厚木市保健福祉センター 4 階 
ボランティア作業室
500 円（テキスト代。当日徴収）
2月 8日（金）までに電話またはFAX
（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号を
記入）でお申込みください。
ボランティアセンター
☎ 225-2789　FAX 222-7440
厚木ＰＣサポートクラブ

車いす貸出

　通院や外出、急なケガなどで、一時的に車いす
が必要となった市内在住の方に対して、２ヶ月間
車いすを無料でお貸しします。
問合先  援護係　☎ 225-2947

「聴覚障害の基礎知識」講演会
日　時

場　所

定　員
講　師

１月 21日（月）
13時 30分～ 15時 30分
厚木市保健福祉センター ４階
ボランティア研修室　
15人　当日直接会場へ 先着順　無料
元神奈川県ろうあセンター所長 小原勉 氏
※この講座は手書き要約筆記講習会の
　講義を一般公開するものです。

手話入門講座
　手話を学ぶことを通して、聴覚障がい者に対す
る認識や理解を深めます。
対　象

日　時

場　所

参加費
申込方法

申込先

主　催

市内在住･在勤･在学の方 30人
（応募多数の場合は抽選）
2月 5日（火）、12日（火）、19日（火）、
2月 27日（水）、3月 5日（火）
全 5回　13時 30分～ 15時 30分　
厚木市保健福祉センター 4 階 
ボランティア研修室　　　　　　　　　
972 円（教材費。当日徴収）
1月 18日（金）までに電話またはFAX
（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号を
記入）でお申込みください。
ボランティアセンター
☎ 225-2789　FAX 222-7440
厚木市手話サークルあゆの会

男の料理教室

　調理をしながら、正しい食生活の在り方につい
て楽しく学ぶ教室です。
対　象

日　時
場　所

講　師
参加費
申込方法

申込先

市内在住で、65歳以上の男性 16 人
（応募多数の場合は抽選）
2月 15日（金）10時～ 13時 30分
アミューあつぎ６階　
市民交流プラザ　クッキングスタジオ
厚木市食生活改善推進団体「厚味会」
1,000 円（当日徴収）
1月 25日（金）までに電話またはFAX
（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号を
記入）でお申込みください。
援護係　☎ 225-2947　FAX 225-3036

ＮＰＯあつぎみらい２１からお知らせ

１dayプロボノin あつぎ
　ＮＰＯあつぎみらい 21 の「プロボノワーカー」
が、職業上のスキルや専門知識を活かして、地域
のＮＰＯや社会活動団体の課題解決をお手伝いし
ます。
対　象

日　時
場　所

※事前説明会

申込方法

３団体（ＮＰＯ法人、地域で活動する団体、
施設）先着順
２月 24日（日）13時～ 16時 30分
厚木市保健福祉センター ４階
ボランティア研修室

日時 １月 27日（日）10時～ 11時
場所 厚木市保健福祉センター ４階
　　 ボランティア作業室
２月 10日（日）までにメールで〝みらい
プロジェクト”宛お申込みください。
（アドレス mirai@atsugimirai21.org）

相談日

受　付

問合先

毎月第２・第３水曜日 13時～ 15時
（1人 1時間）
予約制です。相談日の一週間前までに電
話で予約してください。相談は無料です。
援護係　☎ 225-2947

高齢者、障がい者への虐待通報を
受け付けています

厚木市権利擁護支援センター

　ご本人やご家族に寄り添い、関係機関と連携を
取りながら支援します。

平日8時 30分～ 17時 15分 
（祝日・年末年始を除く）
電話による虐待の緊急通報は24時間受付

厚木市権利擁護支援センター

成年後見制度活用講座
　制度利用にかかる手続きなど、弁護士がわかり
やすくご説明いたします。
対　象
日　時
場　所
講　師
参加費
申込方法

申込先

市内在住の方 30人（先着順）
２月７日（木）14時～ 15時 30分
厚木市保健福祉センター ５階 会議室５０１
本厚木法律事務所　弁護士　佐藤光輝 氏
無料
１月 25日（金）までに電話またはＦＡＸ
（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号を
記入）でお申込みください。
援護係　☎ 225-2947　FAX 225-3036

福祉教育推進ボランティア養成講座
　市内小・中学校で車いす操作や高齢者擬似体験
を指導するボランティア活動をしてみませんか。
対　象

日　時

場　所

参加費
申込方法

申込先

主　催

市内在住・在勤で、ボランティアに関心
のある方 10人（応募多数の場合は抽選）
2月 5日（火）、6日（水）
全 2回　13時 30分～ 16時
厚木市保健福祉センター ４階 
ボランティア作業室
無料
1月 10日（木）までに電話またはFAX
（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号を
記入）でお申込みください。
ボランティアセンター
☎ 225-2789　　FAX 222-7440
厚木市福祉教育推進ボランティアあおぞら会

ボランティア スタートアップ講座
ボランティアの基本を学ぶことを目的に開催します。
対　象

日　時
場　所

参加費
申込方法

申込先

市内在住・在学・在勤で、ボランティア
に関心のある方 20人
（応募多数の場合は抽選）
3月 23日（土）13時 30分～ 16時
厚木市保健福祉センター ４階
ボランティア研修室
無料
２月 15日（金）までに電話またはFAX
（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号を
記入）でお申込みください。
ボランティアセンター
   ☎ 225-2789
FAX 222-7440

　市民の日常生活における様々な悩み事、心配事
などを気軽に相談できる窓口です。
相談日

場　所
問合先

平日 8時 30分～ 17時 15分
（祝日・年末年始を除く）
厚木市保健福祉センター ５階
援護係　☎ 225-2947

4面で活動を紹介！

日常生活における様々な悩み事相談は

福祉総合相談

対　象

申請方法

問合先

交通事故等（列車、電車、船舶、航空機
の運行上の事故を含む）による 20 歳未満
の遺児やその世帯で、市内に住所がある
方。
※見舞金については、県労働災害見舞金
　の給付を受けていない交通遺児世帯。
交通遺児調書に必要事項を記入し提出（郵
送可）してください。
交通遺児調書は、本会事務所にあります。
援護係　☎ 225-2947

交通遺児 
激励金・見舞金・福祉金 支給します

通報は
専用ダイヤル
FAX

225-2939
225-3036

■成年後見相談
　成年後見制度の利用方法や後見人の実務に関す
ることなど、司法書士が相談をお受けします。

社 協 あ つ ぎ （３）平成30年12月15日

厚木市長谷825-8-101
☎ 046（270）6669　　046（270）6668
gotog@crest.con.ne.jp

ヘルパーさん  募集しています…
元気な挨拶と笑顔を大切にしたチーム
ケアを心がけています。一緒に働いてみ
ませんか。

（訪問介護）



　本会では、福祉の学びを支援する取組として、市
内小中学生を主な対象に、体験型福祉教育の講師の
派遣を行っています。
　「高齢者擬似」「車いす」「手話」「点字」「視覚障
がい者の誘導」の５つの体験メニューがあり、毎年多
くの小中学校から申込みをいただき、昨年度は28校
で延べ96回の講座を行いました。
　福祉教育の詳細については、下記までお問合せく
ださい。

　本会の活動資金の一部は、賛助会員会費と善意銀行・共同募金な
ど、皆さまからの寄附金で賄われています。
　皆さまのあたたかいご協力に感謝申し上げます。

福祉サービス支援業務全般
1人
パソコン事務（ワード・エクセル操作）が可能で、
普通自動車運転免許証取得者（実際に運転が可能
な方。ＡＴ限定可）
※社会福祉士等、福祉分野の資格保持者は優先
２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日まで（更新有）
月～金曜日（祝日除く）8時30分～ 17時15分
週5日／本会事務所（厚木市保健福祉センター内）
２月２０日（水）に面接試験を実施
所定の申込用紙（本会事務所で配布、または本会
ホ－ムページからダウンロード）に必要事項を記入
し、持参または郵送。
１２月１７日（月）から１月３１日（木）まで。
郵送の場合は必着。
総務係　☎ 225-2947

　8月1６日から11月26日までの間に、
善意銀行・ふれあい基金へ寄附金を寄
せられた方々です。　　　（敬称略・順不同）

　賛助会員会費は、毎年７月に「地域福祉推進委員会」の構成員で
もある自治会のご協力を得て募集を行うとともに、市内の法人にも会費
の納入をお願いしています。皆さまからお寄せいただいた会費は、各地
区の地域福祉推進委員会の事業費のほか、本会が実施する介護予防 
脳トレ体験教室やガイドヘルパーの養成、ボランティアセンターの運営
などの福祉活動に使われています。
　地域福祉の輪を広げていくために、なお一層のご協力をお願いします。

　共同募金は、10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」
として実施されています。寄せられた募金は県共同募金会に送金され、
配分決定を受けた民間福祉施設の整備費や、地域福祉を推進してい
く事業費として活用されます。
　本会に配分された募金は、小中学生が行う手話・車いす操作など
の体験型福祉教育や、男の料理教室、福祉団体への助成などに使わ
れています。
　共同募金は12月末まで行われています。引き続きご協力をお願い
します。

　あおぞら会は、福祉教育の中でも「高齢者擬似体
験」「車いす体験」の講師として活動しているボラン
ティア団体です。
　平成15年の結成以来、次世代を担う子ども達に高
齢者や障がい者への理解を深めてもらいたいとの思
いで日々活動しています。実際に体験がきっかけと
なって福祉の道を志す児童もいるなど、大変やりが
いがあります。
　そんなあおぞら会では会員を募集しています。子
ども達との楽しいふれ合いもあります。
　興味のある方大歓迎。下記までご連絡お待ちして
います。

問合先：ボランティアセンター　
　　　　☎ 225-2789

問合先：あおぞら会代表　相澤
　　　　　☎ 222-0136

福 祉 教 育 あ お ぞ ら 会

【賛助会員会費 中間報告】　11月26日現在

【共同募金 中間報告】　11月26日現在

≪職務内容≫
≪募集人員≫
≪応募資格≫

≪雇用期間≫
≪勤務/場所≫

≪採用試験≫
≪申し込み≫

≪問 合 先≫

嘱 託 職 員 を 募 集 しま す

地 域 福 祉 を 支 え る

大 力き な

3 面に養成講座の
募集記事あります

30,000円
26,557円

厚木市建設業二世会・（一社）厚木市建設業
協会・厚木管友会・（一社）神奈川県建設業
協会県央支部
ＪＡあつぎ小鮎地区ゴルフコンペ 
（株）ホンダカーズ厚木
厚木市歌謡演歌協会
光ヶ丘幼稚園 父母の会
天理教城都分教会
匿名１件（ボランティア団体等指定）
匿名３件

三菱ふそう労働組合本社支部
ごちゃまぜフェス実行委員会

10,000円
12,000円

1,000,000円
35,506円

17,500円
27,600円
 65,804円

100,000円

皆さまの善意

中央共同募金会を通して、被災地へ送られます。
　　　　　　　　　　　　　（11月26日現在）

■平成30年7月豪雨災害への義援金　  536,407円
　義援金募集期間　平成30年12月28日まで（予定）

■北海道胆振東部地震への義援金　　  191,389円
　義援金募集期間　平成31年3月31日まで（予定）

受付：厚木市中町1-4-1厚木市保健福祉センター4階
　　　神奈川県共同募金会 厚木市支会（厚木市社会福祉協議会内）
　　　平日８時30分～ 17時15分（祝日・年末年始を除く）

災害義援金 中間報告

本会の日々の活動をお知らせするため、
Facebookを始めました！
本会主催の各種講座や行事、
各地区地域福祉推進委員会のイベントの様子などを、
写真多めでお知らせしています。
ご覧いただき、「いいね！」ボタンを押して
応援をお願いします。
厚木市社協　フェイスブック　検索

https://www.facebook.com/atsugisishakyo

Ｆａｃｅｂｏｏｋ はじめました

検診やご用事の後に・・・

としませんかほっ
　本会では保健福祉センター１階で
障がい者とスタッフが共に働くお店
「喫茶どんぐり」と「売店どんぐり」
を経営しています。

　厚木市民生委員児童委員協議会
副会長の渡邊治代さんが、永年に
わたる社会福祉向上への貢献によ
り、藍綬褒章を受章
されました。

「売店どんぐり」
営業時間　
　平日10時～ 15時30分

ご来店
　お待ちして
　　います

祝　

おめでとう
ございます

「喫茶どんぐり」
営業時間　
　平日10時～ 15時30分
　　　　　　（ラストオーダー15時）

14,429,260円

19,335,906円

＜内訳＞ 戸別募金　11,324,651円・法人募金　1,577,577円
　　　　街頭募金　　　630,857円・職域募金　　543,356円
　　　　学校募金　　　202,819円・その他　　　150,000円

＜内訳＞ 戸別　16,800,334円・法人　2,535,572円

秋の褒章

（4） 社 協 あ つ ぎ平成30年12月15日


